




























































テーマ 件数（％） 件数（％） 件数（％）
進路（文系/理系）・職業選択 １３（１７．３） １８（２５．７） ９（１５．３）
性同一性障害 ８（１０．７） ２（ ２．９） １（ １．７）
教科書（英語・国語・道徳など） ７（ ９．３） ５（ ７．１） ４（ ６．８）
概念・理念・教育 ６（ ８．０） ３（ ４．３） ３（ ５．１）
制服・校則 ５（ ６．７） ５（ ７．１） １０（１６．９）
教員構成（管理職・教科） ５（ ６．７） ４（ ５．７） １（ １．７）
色（ランドセル・道具箱・スリッパ） ５（ ６．７） ７（１０．０） ４（ ６．８）
体育・スポーツ ５（ ６．７） ６（ ８．５） ８（１３．６）
名簿 ５（ ６．７） ３（ ４．３） １（ １．７）
共学・別学 ４（ ５．３） ３（ ４．３） ０
教師の言動（指名・叱責） ４（ ５．３） ３（ ４．３） ３（ ５．１）
呼称 ３（ ４．０） ３（ ４．３） ３（ ５．１）
家庭科 ２（ ２．７） １（ １．４） ６（１０．２）
性教育 ２（ ２．７） ０ １（ １．７）
役割・地位（役員・委員会） ２（ ２．７） ３（ ４．３） ３（ ５．１）
部活 ０ ６（ ８．５） ２（ ３．４）
言語（語尾・英語代名詞） ０ ０ ２（ ３．４）
その他 ３（ ４．０） ３（ ４．３） ４（ ６．８）











































































































































































































比較対象 人数 平均値 標準偏差 中央値 範囲
女性性得点 実験条件 １６ ９２．７５ １０．５８ ９１ ７２‐１０８
統制条件 １５ ９８．８７ ９．７７ ９８ ８２‐１１７
全体 ３１ ９５．７１ １０．５０ ９４ ７２‐１１７
男性性得点 実験条件 １６ ７８．３８ ２０．０４ ７７ ４４‐１１４
統制条件 １５ ８１．８０ １８．１７ ８３ ５８‐１０８
全体 ３１ ８０．０３ １８．９２ ８０ ４４‐１１４
比較対象 人数 平均値 標準偏差 中央値 範囲
女性性得点 女子 ２３ ９６．０４ １１．６１ ９４ ７２‐１１７
男子 ８ ９４．７５ ６．８８ ９５．５ ８３‐１０４
全体 ３１ ９５．７１ １０．５０ ９４ ７２‐１１７
男性性得点 女子 ２３ ７５．４３ １６．６４ ７７ ４４‐１０７
男子 ８ ９３．２５ １９．８８ １０１ ５９‐１１４
全体 ３１ ８０．０３ １８．９２ ８０ ４４‐１１４
対象 両性性分類 合計






























条件別 実験条件 １６ ８０．１９（ ８．４８） ３７．１９（ ４．０４）
統制条件 １５ ７４．３３（１３．１２） ３６．８０（ ３．７６）
性別 女性 ２３ ７９．７８（１１．２４） ３７．９６（ ３．６５）
男性 ８ ７０．３８（ ８．０２） ３４．２５（ ３．０６）

























受容 ８名（３名） ５０％ 受容 ５名（３名） ３１％〈受容‐受容〉
拒否 ３名 １９％〈受容‐拒否〉






受容 ８名（２名） ５３％ 受容 ３名（１名） ２０％〈受容‐受容〉
拒否 ５名（１名） ３０％〈受容‐拒否〉




















































両性性 mf ２ ０ ０ ０ ２
男性性 m １ ２ １ １ ５
女性性 f １ ０ ４ ０ ５
両貧性 u １ ０ ０ ３ ４























両性性 mf ４ ０ １ ０ ５
男性性 m ０ ２ ０ １ ３
女性性 f １ ０ １ １ ３
両貧性 u ０ ０ ２ ３ ４















性別 プリテスト ポストテスト 性別 プリテスト ポストテスト
女 男性性 → 両性性 女 両性性 → 女性性
女 男性性 → 女性性 男 男性性 → 両貧性
女 男性性 → 両貧性 女 女性性 → 両性性
女 女性性 → 両性性 女 女性性 → 両貧性
女 両貧性 → 両性性 女 両貧性 → 女性性









実験条件 １６ ８２．８１（ ９．６６） ２．６３（１１．０３）３９．２５（ ３．３２） ２．６３（４．１４）
統制条件 １５ ７７．５７（１０．１６） ３．３３（ ９．３６）３６．７３（ ４．１３）－０．０７（３．９２）
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討 奈良大学紀要 vol．３３ ８１‐９３．
７）湯川隆子 ２００６ 大学生におけるジェンダー認識の変容過程─本学『ジェン
ダー論』講義の学習効果から─ 奈良大学総合研究所 所報 第１４号 ２９‐
５１．
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